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主 な 記 事

◇
日
米
関
係
の
新
た
な
黄
金
時
代
を
追
求

１
面

◇
回
想
「
陸
上
自
衛
隊
演
習
」

２
面

◇
論
壇
「
宇
宙
」
安
全
保
障
に
つ
い
て

３
面

◇
「
不
発
弾
処
理
隊
の
任
務
と
活
動
の
現
場
」

８
面

シリーズ
企 画

家
族
会
長
等
奮
戦
記

❶
面

自
衛
隊
を
動
か
す
Ｍ
Ｃ
（
第
10
回
）
、
美
佐
の
新
国
防
論
、
き
ず
な

➋
面

米
国
事
情
（
第
60
回
）

➌
面

歌
壇
・
俳
壇
、
健
康
の
扉

❻
面

シ
ニ
ア
の
鉄
人
「
介
護
保
険
制
度
の
基
本
と
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
❼
面

石
破
・
ト
ラ
ン
プ

日
米
首
脳
会
談

石
破
総
理
大
臣
は
２
月
７
日

午
前
（
日
本
時
間
８
日
未
明
）
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
で
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
初

め
て
対
面
で
会
談
し
ま
し
た
。

石
破
総
理
大
臣
は
、
日
本
の

対
米
投
資
額
を
１
兆
ド
ル
（
約

１
５
１
兆
円
）
に
引
き
上
げ
る

と
表
明
す
る
と
と

も
に
、
米
国
産
液

化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
の
輸
入
拡

大
の
意
向
も
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、

懸
案
と
な
っ
て
い

る
日
本
製
鉄
に
よ

る
米
鉄
鋼
大
手
Ｕ

Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
買

収
計
画
に
つ
い
て

は
、
対
米
投
資
と

の
認
識
を
共
有
し
、

事
態
の
打
開
を
目

指
す
方
針
で
一
致

し
ま
し
た
。

会
談
は
昼
食
会
を
含
め
約
１

時
間
50
分
に
わ
た
り
行
わ
れ
、

両
首
脳
は
、
米
国
に
よ
る
日
本

防
衛
へ
の
「
揺
る
ぎ
な
い
関
与
」

や
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋
」
に
向
け
た
日
米
連
携

を
明
記
し
た
共
同
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

会
談
後
の
記
者
会
見

で
、
石
破
総
理
大
臣
は

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

の
間
で
、
日
米
同
盟
の

抑
止
力
・
対
処
力
を
共

に
高
め
、
日
米
が
直
面

す
る
地
域
の
戦
略
的
課

題
に
緊
密
に
連
携
し
て

向
き
合
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。
私
か
ら

は
、
同
盟
国
と
し
て
責

任
を
米
国
と
共
有
し
、

役
割
を
果
た
す
用
意
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、

大
統
領
に
対
し
て
、
日
本
の
防

衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み
へ
の
決
意
を
改
め
て

表
明
し
、
日
本
防
衛
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
の
揺
る
ぎ
な
い
コ
ミ

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
略
を
し
て
４
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
わ
が
国
の
周
辺
で
は
中
国
・
ロ
シ
ア
の
軍
事
活
動
や
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
が
続
い
て
い
ま
す
。
戦

後
最
も
厳
し
く
、
複
雑
と
い
わ
れ
る
安
全
保
障
環
境
の
中
、
石
破
茂
総
理
大
臣
は
１
月
24
日
の
施
政
方
針
演
説
で
「
我
が
国
の
独
立
と
平
和
、
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
・

オ
ブ
・
パ
ワ
ー
に
常
に
最
大
限
の
注
意
を
払
い
、
我
が
国
自
身
の
能
力
を
高
め
、
日
米
同
盟
を
さ
ら
な
る
高
み
に
引
き
上
げ
、
同
志
国
と
の
連
携
を
さ
ら
に
拡
大
・
深
化
さ
せ
る
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
同
盟
国
と
の
新
た
な
関
係
を
築
く
た
め
、
２
月
７
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
米
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
日
米
首
脳
共
同
声
明
で
は
、
「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
が
続
く
混
乱
し
た
世
界
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
、
日
米
関
係
の
新
た
な
黄
金
時
代
を
追
求
す
る
決
意
を
確
認
し
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

日
米
関
係
の
新
た
な
黄
金
時
代
を
追
求
す
る
決
意
を
確
認

石
破
茂
総
理
大
臣
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

初
の
首
脳
会
談
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愛
知
県
内
の
自
衛
隊
の
各
部
隊
は
、

名
古
屋
市
守
山
区
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊

第
10
師
団
の
本
隊
を
は
じ
め
、
守
山
駐

屯
地
の
第
35
普
通
科
連
隊
、
豊
川
駐
屯

地
、
春
日
井
駐
屯
地
な
ど
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
航
空
自
衛
隊
の
第
１
輸
送
航

空
隊
小
牧
基
地
や
高
蔵
寺
分
屯
基
地
も

県
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
内
に
は
３
つ
の
陸
上
自
衛
隊

の
駐
屯
地
、
２
つ
の
航
空
自
衛
隊
の
基

地
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
各
部
隊
で
は

一
般
公
開
行
事
が
年
間
を
通
し
て
開
催

さ
れ
、
家
族
会
の
会
員
は
こ
れ
に
参
加

し
、
部
隊
の
活
動
を
理
解
す
る
機
会
を

得
て
い
ま
す
。

家
族
会
活
動
の
活
性
化

愛
知
県
自
衛
隊
家
族
会
で
は
、
家
族

会
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

一
体
感
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
家
族

会
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て

「

濃

姫

」

（
上
イ
ラ
ス

ト
）
を
導
入
し
、
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
役
員
や
地
区
会
長
が

名
刺
に
「
濃
姫
」
を
掲
載
し
、
家
族
会

の
認
知
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

令
和
７
年

度
か
ら
は
、

陸
・
海
・
空

の
自
衛
隊
を

イ
メ
ー
ジ
し

た
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
（
上
写
真
）

や
ワ
ッ
ペ
ン
を
新
た
に
導
入
し
、
活
動

を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
ア
イ
テ
ム
は
、
役

員
会
や
地
区
会
長
会
議
で
承
認
を
受
け

た
後
、
各
地
で
使
用
さ
れ
、
ま
た
自
衛

官
募
集
イ
ベ
ン
ト
で
も
着
用
す
る
こ
と

で
募
集
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、
隊
員
の
お
母
さ
ま
方
の
強
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
行
動
力
を
生
か
し
、

募
集
活
動
の
援
護
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

隊
員
に
寄
り
添
っ
た
活
動

県
内
駐
屯
地
で
の
新
隊
員
教
育
期
間

中
に
は
、
会
員
と
そ
の
家
族
が
参
加
で

き
る
激
励
慰
問
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
新
隊
員
の
家
族
は
、
部
隊
生
活
を

知
る
こ
と
で
安
心
し
、
慰
問
を
通
じ
て

さ
ら
に
安
心
感
を
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、

隊
員
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
広
報
活

動
に
も
参
加
し
、
会
員
や
そ
の
友
人
、

学
生
な
ど
を
広
く
募
り
、
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

衛
官
募
集
活
動
に
協
力
し
、
将
来
の
自

衛
官
採
用
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

共
通
の
取
り
組
み

愛
知
県
内
の
各
駐
屯
地
で
開
催
さ
れ

る
部
隊
広
報
行
事
に
対
す
る
案
内
に
関

連
し
、
毎
事
業
年
度
開
始
時
に
最
新
の

役
員
・
地
区
会
長
名
簿
を
提
出
し
、
情

報
提
供
を
確
実
に
行
っ
て
い
ま
す
。
以

前
、
案
内
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
あ

り
、
会
員
の
不
満
が
生
じ
て
い
た
問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
名
簿
更
新
を
徹

底
す
る
こ
と
で
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

結
び

愛
知
県
自
衛
隊
家
族
会
は
「
隊
員
に

寄
り
添
っ
た
活
動
」
を
事
業
活
動
の
中

心
に
据
え
、
地
方
協
力
本
部
と
共
に
積

極
的
に
部
隊
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
会
長
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、

会
員
と
同
じ
視
線
で
行
動
す
る
こ
と
で

す
。
今
後
も
家
族
会
の
運
営
に
努
め
、

会
勢
を
高
め
て
い
く
所
存
で
す
。

隊
員
に
寄
り
添
っ
た
活
動

〜
同
じ
視
線
で
共
に
歩
む
〜
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今
年
の
大
会
は
、
東
京
都
内

の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
港
区

虎
ノ
門
）
で
開
催
さ
れ
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
同
時
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

石
破
総
理
大
臣
は
、
「
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

よ
り
、
日
露
関
係
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

政
府
と
し
て
は
、
北
方
四
島
の

帰
属
の
問
題
を
解
決
し
、
平
和

条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
方
針

を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
「
北

方
墓
参
を
は
じ
め
と
す
る
四
島

交
流
事
業
の
再
開
は
、
日
露
関

係
に
お
け
る
最
優
先
事
項
の
一

つ
で
す
。
ご
高
齢
と
な
ら
れ
た

元
島
民
の
皆
さ
ま
の
切
実
な
お

気
持
ち
に
何
と
か
お
応
え
し
た

い
。
そ
の
思
い
で
、
現
在
は
特

に
北
方
墓
参
の
再
開
に
重
点
を

置
き
、
引
き
続
き
ロ
シ
ア
側
に

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
」
と
、

事
業
再
開
へ
の
強
い
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。

ま
た
「
北
方
領
土
問
題
は
、

元
島
民
や
隣
接
地
域
の
方
々
だ

け
で
な
く
、
国
民
全
体
の
問
題

で
あ
り
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
我
が
国
の
立
場
が
国
際
社

会
に
お
い
て
正
し
く
理
解
さ
れ

る
こ
と
も
、
極
め
て
重
要
で
す
。

政
府
と
し
て
、
引
き
続
き
国
民

世
論
の
啓
発
や
対
外
的
な
情
報

発
信
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
隊
家
族
会
の
小
和
瀬
運

営
委
員
は
、
「
北
方
領
土
問
題

の
進
展
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
署
名
活

動
を
通
じ
た
地
道
な
国
民
啓
発

が
よ
り
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

戦
後
80
年
の
節
目
に
、
自
衛
隊

家
族
会
と
し
て
決
意
を
新
た
に

し
、
署
名
活
動
に
一
層
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま

す
」
と
署
名
活
動
の
現
場
か
ら

継
続
の
必
要
性
と
と
も
に
、
そ

の
意
欲
を
力
強
く
発
表
し
ま
し

た
。北

方
墓
参
な
ど
の
事
業
は
、

令
和
２
年
と
３
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
と
な
り
、
４
年
以
降
は
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
中
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
「
北
方
領
土
の
日
」
は
、

北
方
領
土
問
題
へ
の
国
民
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
返
還
運
動

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、

「
日
魯
通
好
条
約
」
が
調
印
さ

れ
た
毎
年
２
月
７
日
を
記
念
日

と
す
る
こ
と
が
、
１
９
８
１
年

１
月
６
日
に
閣
議
了
解
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
不
可
欠

「
北
方
領
土
の
日
」
で
あ
る
２
月
７
日
、
政
府
や
関
係
団
体
が
「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
」

を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
訪
米
の
た
め
欠
席
し
た
石
破
茂
総
理
大
臣
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
「
戦
後
80
年
の
今
も
な
お
領
土
問
題
が
解
決
さ
れ
ず
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
平
和

条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
遺
憾
だ
」
「
今
は
特
に
北
方
墓
参
に
重
点
を
置
き
、
事
業
の
再

開
を
引
き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。
な
お
、
（
公
社
）
自
衛
隊
家
族
会
は
、
小
和

瀬
一
自
衛
隊
家
族
会
本
部
運
営
委
員
が
、
署
名
活
動
の
現
場
か
ら
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ビデオメッセージを寄せる石破総理大臣(主催者提供)

力
を
高
め
、
日
米
が
直
面
す
る

地
域
の
戦
略
的
課
題
に
緊
密
に

連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
。

●

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
米
国

が
核
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
能
力
を

用
い
て
日
本
を
防
衛
す
る
揺
る

ぎ
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強

調
。
両
首
脳
は
、
日
米
安
全
保

障
条
約
第
５
条
が
尖
閣
諸
島
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
。

●

日
本
が
５
年
連
続
で
最
大
の

対
米
投
資
国
で
あ
る
こ
と
を
は

じ
め
、
経
済
面
で
も
両
国
が
緊

密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
確
認
。

●

中
国
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
、
東
シ
ナ

日米首脳会談(外務省W e b )

海
や
南
シ
ナ
海
な
ど
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
力
、
ま
た
は
威
圧
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試

み
に
反
対
す
る
こ
と
を
確
認
。

ま
た
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安

定
の
重
要
性
を
強
調
。

●

両
首
脳
は
北
朝
鮮
情
勢
に
つ

い
て
認
識
を
共
有
し
、
核
・
ミ

サ
イ
ル
問
題
に
共
に
対
処
す
る

必
要
性
や
、
北
朝
鮮
の
完
全
な

非
核
化
に
向
け
た
確
固
た
る
決

意
を
共
有
。
ま
た
、
拉
致
問
題

の
即
時
解
決
に
つ
い
て
石
破
総

理
大
臣
が
引
き
続
き
の
理
解
と

協
力
を
求
め
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
全
面
的
な
支
持
を
表
明
。

●

日
米
豪
印
、
日
米
韓
、
日
米

比
と
い
っ
た
同
志
国
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
確
認
。

●

か
つ
て
な
く
強
固
に
な
っ
た

日
米
関
係
を
維
持
・
強
化
す
べ

く
、
引
き
続
き
緊
密
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
一
致
。

海
上
自
衛
隊
は
２
月
10
日
か

ら
18
日
の
間
、
米
海
軍
、
仏
海

軍
の
「
空
母
」
も
参
加
す
る
初

の
共
同
訓
練
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ス
テ
ラ
ー
」
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

東
方
海
空
域
で
行
い
ま
し
た
。

海
自
か
ら
は
護
衛
艦
「
か
が
」
、

米
海
軍
は
原
子
力
空
母
「
カ
ー

ル
・
ビ
ン
ソ
ン
」
、
フ
ラ
ン
ス

海
軍
は
原
子
力
空
母
「
シ
ャ
ル

ル
・
ド
ゴ
ー
ル
」
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

中
谷
元
防
衛
大
臣
は
、
記
者

会
見
で
「
空
母
を
交
え
た
日
米

仏
３
カ
国
共
同
訓
練
は
今
回
が

初
め
て
と
な
る
。
仏
の
空
母
打

撃
群
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ

の
派
遣
は
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の

イ
ン
ド
太
平
洋
に
対
す
る
関
与

の
意
思
と
能
力
、
こ
れ
を
示
す

証
左
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
空

母
打
撃
群
と
同
盟
国
で
あ
る
米

国
の
空
母
打
撃
群
と
の
共
同
訓

練
は
、
自
衛
隊
の
戦
術
技
量
を

向
上
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
』
の
実
現
に
向
け
て
各
国

と
の
連
携
を
深
化
を
さ
せ
る
も

の
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

な
お
、
護
衛
艦
「
か
が
」
は
、

航
空
自
衛
隊
の
Ｆ
―
35
Ｂ
戦
闘

機
の
艦
上
運
用
を
予
定
し
て
お

り
、
昨
年
艦
首
の
大
規
模
改
修

や
米
軍
機
に
よ
る
発
着
艦
試
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
７
日
の
「
北
方
領
土
の

日
」
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
北

方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
で

は
「
今
年
は
北
方
領
土
が
ソ
連

に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
80
年

と
な
り
ま
す
」
「
国
民
一
人
一

人
が
自
国
の
問
題
と
し
て
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
次
世
代

へ
の
啓
発
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
、
問
題
解
決
に
向
け
て
不
可

欠
で
す
」
な
ど
の
大
会
ア
ピ
ー

ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◇

以
下
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
北
方
領
土
問
題
を
掲

載
し
ま
す
。

「
日
本
は
ロ
シ
ア
よ
り
早
く
、

北
方
四
島
（
択
捉
島
、
国
後
島
、

色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
）
の
存

在
を
知
り
、
多
く
の
日
本
人
が

こ
の
地
域
に
渡
航
す
る
と
と
も

に
、
徐
々
に
こ
れ
ら
の
島
々
の

統
治
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
も
、
ロ
シ
ア
の
勢
力
が
ウ

ル
ッ
プ
島
よ
り
南
に
ま
で
及
ん

だ
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
１
８
５
５
年
、
日
本

と
ロ
シ
ア
と
の
間
で
全
く
平
和

的
、
友
好
的
な
形
で
調
印
さ
れ

た
日
魯
通
好
条
約
（
下
田
条
約
）

は
、
当
時
自
然
に
成
立
し
て
い

た
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間

の
国
境
を
そ
の
ま
ま
確
認
す
る

も
の
で
し
た
。
そ
れ
以
降
も
、

北
方
四
島
が
外
国
の
領
土
と
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
末

期
の
１
９
４
５
年
８
月
９
日
、

ソ
連
は
、
当
時
ま
だ
有
効
で
あ

っ
た
日
ソ
中
立
条
約
に
違
反
し

て
対
日
参
戦
し
、
日
本
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を

受
諾
し
た
後

の
同
年
８
月

28
日
か
ら
遅

く
と
も
９
月

５
日
ま
で
の

間
に
北
方
四

島
の
全
て
を

占
領
し
ま
し

た
。
当
時
四

島
に
は
ソ
連

人
は
一
人
も

お
ら
ず
、
日

本
人
は
四
島

全
体
で
約
１

万
７
千
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
ソ
連
は
46
年
に
四
島
を
一

方
的
に
自
国
領
に
「
編
入
」
し
、

48
年
ま
で
に
全
て
の
日
本
人
を

強
制
退
去
さ
せ
ま
し
た
。
今
日

に
至
る
ま
で
ソ
連
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
ま

す
」「

北
方
領
土
問
題
が
存
在
す

る
た
め
、
日
露
間
で
は
、
戦
後

70
年
以
上
を
経
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
平
和
条
約
が
締

結
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

け
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

22
日
に
は
、
竹
富
島
か
ら
の

住
民
避
難
の
拠
点
と
な
る
竹
富

東
港
を
視
察
。
さ
ら
に
、
波
照

間
島
か
ら
の
住
民
避
難
に
際
し
、

使
用
が
想
定
さ
れ
る
波
照
間
港

お
よ
び
波
照
間
空
港
の
視
察
も

行
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
与
那
国
駐
屯
地

を
訪
れ
、
日
本
最
西
端
の
地
で

の
警
戒
監
視
任
務
や
情
勢
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、

日
々
の
任
務
に
精
励
す
る
隊
員

と
懇
談
し
、
南
西
防
衛
体
制
の

強
化
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に

し
た
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

糸
数
与
那
国
町
長
と
も
面
会
し
、

自
衛
隊
部
隊
の
受
け
入
れ
に
対

す
る
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。

視
察
後
の
記
者
会
見
で
、
中

谷
防
衛
大
臣
は
「
国
民
の
生
命

と
財
産
、
そ
し
て
我
が
国
の
領

土
・
領
海
・
領
空
を
守
り
抜
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
を
強
く
し
た
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
強
固
な
防
衛
体
制

を
支
え
る
の
は
隊
員
一
人
一
人

の
努
力
で
あ
り
、
隊
員
が
名
誉

と
誇
り
を
持
っ
て
国
防
と
い
う

極
め
て
崇
高
な
任
務
に
専
念
で

き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

ッ
ト
メ
ン
ト
を
大
統
領
閣
下
と

確
認
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◇

◇

共
同
声
明
の
内
容
（
抜
粋
）

●

両
首
脳
は
、
厳
し
く
複
雑
な

安
全
保
障
環
境
に
関
す
る
認
識

を
共
有
し
、
「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
に

向
け
て
緊
密
に
協
力
し
、
日
米

同
盟
を
新
た
な
高
み
に
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

●

日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処

中
谷
防
衛
大
臣
は
、
1
月
21

日
と
22
日
の
両
日
、
陸
上
自
衛

隊
石
垣
駐
屯
地
お
よ
び
与
那
国

駐
屯
地
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

竹
富
島
や
波
照
間
島
の
視
察
、

与
那
国
町
長
と
の
懇
談
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

21
日
、
中
谷
防
衛
大
臣
は
石

垣
駐
屯
地
を
訪
れ
、
南
西
地
域

に
お
け
る
任
務
の
現
状
報
告
を

受
け
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
環

境
下
で
任
務
に
あ
た
る
隊
員
を

激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
富
町
役
場
を
訪
問

し
、
山
城
副
町
長
か
ら
国
民
保

護
措
置
と
し
て
の
住
民
避
難
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
後
の
記
者
会
見
で
中
谷

防
衛
大
臣
は
「
非
常
に
綿
密
か

つ
詳
細
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、

国
境
離
島
に
お
け
る
強
い
危
機

意
識
を
感
じ
た
。
現
実
的
な
検

討
が
進
ん
で
い
る
と
印
象
を
受

与那国駐屯地を視察(防衛省W e b )

中
谷
元

防
衛
大
臣
が

八
重
山
諸
島
を
視
察

力強く発表する小和瀬委員

北方領土地図(外務省Web)

北
方
領
土

（
外
務
省
Ｗ
ｅ
ｂ
）

北
方
領
土
問
題

日
米
仏
の
空
母
を
含
む

共
同
訓
練

護衛艦「かが」（中央）と並走する米仏
の空母(海自W e b )

糸数・与那国町長と面会(防衛省W e b )


